教委小中　　号　
平成２５年　月　日　
各市町村教育委員会教育長　様

大阪府教育委員会教育長　
教職員の児童・生徒に対する体罰の根絶に向けた取組みについて（通知）
このたび、大阪市立高等学校において、２年生の男子生徒が自宅において自殺するという事象が発生し、大阪市教育委員会による事実確認の結果、自殺前日に部活動の顧問教諭による体罰があったことが明らかになりました。
体罰は、子どもに対する人権侵害として、決して許されない行為であり、これまでも各市町村において、その根絶に向け教職員に対する指導の徹底を図っていただいてきたところです。

尊い命が失われるという今回の事象を重く受け止め、絶対にこのような事象が起きないよう、より一層体罰根絶に向けた取組みを進めなければなりません。

各市町村教育委員会におかれましては、真に児童生徒を大切にする教育活動に取り組んでいただく観点から、以下の３点に留意いただき、各校における体罰防止の取組みが徹底されるよう改めてご指導願います。

なお、文部科学省においても全国調査について検討している状況であり、依頼があり次第連絡いたします。
１　「体罰防止マニュアル（改訂版）」を活用するなど、体罰根絶にむけた教職員研修等の実施や各教職員による「体罰防止のためのチェック項目」による自己点検等、学校全体として体罰を許さない指導体制が確立されているかの点検
　　　　　(URL: http://www.pref.osaka.lg.jp/kotogakko/seishi/taibatu-bousi.html)
２　部活動指導においても、体罰はいかなる場合においても絶対許されないという認識を
持ち、その教育的意義を踏まえた指導の徹底
３　児童生徒・保護者に向け、体罰等に関する校内の相談窓口を周知するなど、相談体制
の充実
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